
JP 2015-171403 A5 2016.6.9

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年6月9日(2016.6.9)

【公開番号】特開2015-171403(P2015-171403A)
【公開日】平成27年10月1日(2015.10.1)
【年通号数】公開・登録公報2015-061
【出願番号】特願2014-47680(P2014-47680)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３１５Ａ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月13日(2016.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の実行条件の成立により図柄変動ゲームを行う表示手段を備え、前記図柄変動ゲー
ムにおいて予め定めた当り表示結果が表示された後に、遊技者に有利となる第１当り遊技
が生起される遊技機において、
　図柄変動ゲームが当りとなるか否かを判定する当り判定手段と、
　前記当り判定手段の判定結果が肯定となった場合に第１当り遊技を生起する第１当り遊
技生起手段と、
　遊技球が入球可能な特殊入球口を有する特殊入球手段と、
　前記特殊入球口が開状態と閉状態を取り得るように動作する特殊開閉手段と、
　前記特殊入球口から入球した遊技球が通過可能な特殊通過領域と、
　遊技球が通過可能な特定通過領域と、
　前記特殊通過領域を遊技球が通過した場合に第２当り遊技を生起する第２当り遊技生起
手段と、
　前記第１当り遊技が生起された場合、該第１当り遊技の終了後に、前記特殊入球口が開
状態を取り易くなる入球率向上状態を特定期間を上限として付与可能に制御する遊技状態
制御手段と、を備え、
　前記特殊開閉手段は、前記特定通過領域を遊技球が通過することを契機とする第１条件
と、前記第２当り遊技が生起されたことを契機とする第２条件との何れか一方が成立する
ことにより、前記特殊入球口が開状態を取り得るように動作し、
　前記第２条件が成立することにより前記特殊入球口が開状態を取る１回の開放時間には
、前記第１条件が成立することにより前記特殊入球口が開状態を取る１回の開放時間と同
じ時間がある遊技機。
【請求項２】
　前記特殊入球口に入球する遊技球の上限個数が規定されており、
　前記特殊開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特殊入球口に上限個数の遊技球が入球
したら前記特殊入球口が閉状態を取り、
　前記第１条件が成立することにより前記特殊開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特
殊入球口が開状態を取る合計開放時間には、前記特殊入球口に上限個数の遊技球が入球困
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難となる開放時間が規定されており、
　前記第２条件が成立することにより前記特殊開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特
殊入球口が開状態を取る合計開放時間には、前記特殊入球口に上限個数の遊技球が入球困
難となる開放時間が規定されている請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　所定の実行条件の成立により図柄変動ゲームを行う表示手段を備え、前記図柄変動ゲー
ムにおいて予め定めた当り表示結果が表示された後に、遊技者に有利となる第１当り遊技
が生起される遊技機において、
　図柄変動ゲームが当りとなるか否かを判定する当り判定手段と、
　前記当り判定手段の判定結果が肯定となった場合に第１当り遊技を生起する第１当り遊
技生起手段と、
　遊技球が入球可能な特殊入球口を有する特殊入球手段と、
　所定の開条件が成立すると前記特殊入球口が開状態を取り得るように動作する特殊開閉
手段と、
　前記特殊入球口から入球した遊技球が通過可能な特殊通過領域と、
　前記特殊通過領域を遊技球が通過した場合に第２当り遊技を生起する第２当り遊技生起
手段と、
　遊技球が入球可能な特別入球口を有する特別入球手段と、
　前記第２当り遊技が生起されたときに前記特別入球口が開状態を取り得るように動作す
る特別開閉手段と、
　前記第１当り遊技が生起された場合、該第１当り遊技の終了後に、前記特殊入球口が開
状態を取り易くなる入球率向上状態を特定期間を上限として付与可能に制御する遊技状態
制御手段と、を備え、
　前記第２当り遊技において前記特別入球口が開状態を取る１回の開放時間には、前記特
殊入球口が開状態を取る１回の開放時間と同じ時間がある遊技機。
【請求項４】
　前記特殊入球口に入球する遊技球の上限個数が規定されており、
　前記特殊開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特殊入球口に上限個数の遊技球が入球
したら前記特殊入球口が閉状態を取り、
　前記特別入球口に入球する遊技球の上限個数が規定されており、
　前記特別開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特別入球口に上限個数の遊技球が入球
したら前記特別入球口が閉状態を取り、
　前記特殊開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特殊入球口が開状態を取る合計開放時
間には、前記特殊入球口に上限個数の遊技球が入球困難となる開放時間が規定されており
、
　前記特別開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特別入球口が開状態を取る合計開放時
間には、前記特別入球口に上限個数の遊技球が入球困難となる開放時間が規定されている
請求項３に記載の遊技機。
【請求項５】
　遊技球が入球することで図柄変動ゲームの実行条件が成立され得る始動手段と、
　普通実行条件の成立により、普通図柄を変動させて表示する普通図柄変動ゲームが普通
当りとなるか否かを判定する普通当り判定手段と、
　遊技球が通過可能な特定通過領域と、
　前記普通図柄変動ゲームにおいて予め定めた普通当り表示結果が表示された後に前記特
定通過領域が開状態を取り得るように動作する開閉手段と、を備え、
　前記特殊開閉手段は、前記特定通過領域を遊技球が通過することを契機として前記特殊
入球口が開状態を取り得るように動作し、
　前記入球率向上状態が付与されている場合には、前記入球率向上状態が付与されていな
い場合と比べて前記特定通過領域が開状態を取り易くなる請求項１～請求項４のうち何れ
か一項に記載の遊技機。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記問題点を解決する遊技機は、所定の実行条件の成立により図柄変動ゲームを行う表
示手段を備え、前記図柄変動ゲームにおいて予め定めた当り表示結果が表示された後に、
遊技者に有利となる第１当り遊技が生起される遊技機において、図柄変動ゲームが当りと
なるか否かを判定する当り判定手段と、前記当り判定手段の判定結果が肯定となった場合
に第１当り遊技を生起する第１当り遊技生起手段と、遊技球が入球可能な特殊入球口を有
する特殊入球手段と、前記特殊入球口が開状態と閉状態を取り得るように動作する特殊開
閉手段と、前記特殊入球口から入球した遊技球が通過可能な特殊通過領域と、遊技球が通
過可能な特定通過領域と、前記特殊通過領域を遊技球が通過した場合に第２当り遊技を生
起する第２当り遊技生起手段と、前記第１当り遊技が生起された場合、該第１当り遊技の
終了後に、前記特殊入球口が開状態を取り易くなる入球率向上状態を特定期間を上限とし
て付与可能に制御する遊技状態制御手段と、を備え、前記特殊開閉手段は、前記特定通過
領域を遊技球が通過することを契機とする第１条件と、前記第２当り遊技が生起されたこ
とを契機とする第２条件との何れか一方が成立することにより、前記特殊入球口が開状態
を取り得るように動作し、前記第２条件が成立することにより前記特殊入球口が開状態を
取る１回の開放時間には、前記第１条件が成立することにより前記特殊入球口が開状態を
取る１回の開放時間と同じ時間があることを要旨とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記遊技機について、前記特殊入球口に入球する遊技球の上限個数が規定されており、
前記特殊開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特殊入球口に上限個数の遊技球が入球し
たら前記特殊入球口が閉状態を取り、前記第１条件が成立することにより前記特殊開閉手
段が動作可能な単位期間内に前記特殊入球口が開状態を取る合計開放時間には、前記特殊
入球口に上限個数の遊技球が入球困難となる開放時間が規定されており、前記第２条件が
成立することにより前記特殊開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特殊入球口が開状態
を取る合計開放時間には、前記特殊入球口に上限個数の遊技球が入球困難となる開放時間
が規定されている構成としてもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記問題点を解決する遊技機は、所定の実行条件の成立により図柄変動ゲームを行う表
示手段を備え、前記図柄変動ゲームにおいて予め定めた当り表示結果が表示された後に、
遊技者に有利となる第１当り遊技が生起される遊技機において、図柄変動ゲームが当りと
なるか否かを判定する当り判定手段と、前記当り判定手段の判定結果が肯定となった場合
に第１当り遊技を生起する第１当り遊技生起手段と、遊技球が入球可能な特殊入球口を有
する特殊入球手段と、所定の開条件が成立すると前記特殊入球口が開状態を取り得るよう
に動作する特殊開閉手段と、前記特殊入球口から入球した遊技球が通過可能な特殊通過領
域と、前記特殊通過領域を遊技球が通過した場合に第２当り遊技を生起する第２当り遊技
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生起手段と、遊技球が入球可能な特別入球口を有する特別入球手段と、前記第２当り遊技
が生起されたときに前記特別入球口が開状態を取り得るように動作する特別開閉手段と、
前記第１当り遊技が生起された場合、該第１当り遊技の終了後に、前記特殊入球口が開状
態を取り易くなる入球率向上状態を特定期間を上限として付与可能に制御する遊技状態制
御手段と、を備え、前記第２当り遊技において前記特別入球口が開状態を取る１回の開放
時間には、前記特殊入球口が開状態を取る１回の開放時間と同じ時間があることを要旨と
する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記遊技機について、前記特殊入球口に入球する遊技球の上限個数が規定されており、
　前記特殊開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特殊入球口に上限個数の遊技球が入球
したら前記特殊入球口が閉状態を取り、前記特別入球口に入球する遊技球の上限個数が規
定されており、前記特別開閉手段が動作可能な単位期間内に前記特別入球口に上限個数の
遊技球が入球したら前記特別入球口が閉状態を取り、前記特殊開閉手段が動作可能な単位
期間内に前記特殊入球口が開状態を取る合計開放時間には、前記特殊入球口に上限個数の
遊技球が入球困難となる開放時間が規定されており、前記特別開閉手段が動作可能な単位
期間内に前記特別入球口が開状態を取る合計開放時間には、前記特別入球口に上限個数の
遊技球が入球困難となる開放時間が規定されている構成としてもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記遊技機について、遊技球が入球することで図柄変動ゲームの実行条件が成立され得
る始動手段と、普通実行条件の成立により、普通図柄を変動させて表示する普通図柄変動
ゲームが普通当りとなるか否かを判定する普通当り判定手段と、遊技球が通過可能な特定
通過領域と、前記普通図柄変動ゲームにおいて予め定めた普通当り表示結果が表示された
後に前記特定通過領域が開状態を取り得るように動作する開閉手段と、を備え、前記特殊
開閉手段は、前記特定通過領域を遊技球が通過することを契機として前記特殊入球口が開
状態を取り得るように動作し、前記入球率向上状態が付与されている場合には、前記入球
率向上状態が付与されていない場合と比べて前記特定通過領域が開状態を取り易くなる構
成としてもよい。
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